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研究成果の概要（和文）：「うつわ」「うつし」という和語を鍵言葉として従来の欧米語の翻訳を前提とした文
化伝播理論の再考察をすすめた。その結果、original とcopyとの対比を原則とし、originalityに価値を置く従
来の価値観では、現在の電子媒体による複製文化には対応できないことを具体的な事例検討から立証した。この
成果は、2017年度パリの日本文化会館、2018年度ロンドン藝術大学でそれぞれ実施した展覧会及び国際シンポジ
ウムにおいて、現地の研究者や芸術家と共有発展を図り、また複数の国際学会での基調講演等によって紹介に努
めた。その成果は日本語で刊行予定の論文集『映しと移ろい』によっても社会還元を図る予定である。

研究成果の概要（英文）：The research proposes the two Japanese terms, i.e. utsuwa and utsushi for 
the paradigmatic change of the heretofore dominant Western model of cultural transmission. In the 
latter the binary opposition between original and copy has been predominant, and the notion of 
originality has been appreciated at the detriment of the reproduction. However, the current mass 
copy culture with electric media has made it obvious that such value judgement can not any more keep
 up with the current situation. The research has proved this fact through international conferences 
and public exhibitions held in the Maison de la Culture du Japon a Paris in 2017, and at the London 
University of Arts in 2018. Similarly, several academic conferences have been conducted overseas for
 the sake of propagation and sharing of the idea and finding. The ultimate result will be published 
in Japanese in a book form under the English subtitle, Metempsychosis and Passage, forthcoming in 
2019.

研究分野： 美術史、技術史、比較文化、文化交渉論、海賊的流通機構研究
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「うつわ」と「うつし」という和語の国際的通用性を、国内外の会議と展覧会を通じてひろく社会に伝え、藝術
創作から科学技術、情報伝達に関する情報理論の次世代にむけた刷新に有益な試見を提示することができた。陶
磁器生産の知恵が脳科学の思考実験にも役立つことを具体的に成果として提出し、社会貢献をなした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
現在の文化状況にあっては、19 世紀以来支配的になってきた、原典と複製との対比による文化
伝達の情報理論モデルは、もはや耐用年限を過ぎている。だがこれに代わるモデルは欧米語の
語彙組成のなかでは容易に提案できない。本研究では「うつわ」と「うつし」という和語を鍵
言葉として、ＩＴ革命や電子情報化社会に対応できる次世代のモデル提唱を目指すこととした。
これは従来の理系・文系の硬直した枠組みとその融合を目指すものではなく、むしろ分野ごと
の縦割りと視野狭窄とが亢進している自然単科科学を相互融通するために、あらたな人文知の
基礎を提供することを目論見とする。実際「器」と「映し」の有効性については、先立つ複数
の国際学会で、日本語を超えた通用性を発揮し、国際的聴衆からも肯定的な反応を得ていた。 
 
２．研究の目的 
本研究は、文化伝承と刷新のメカニズムに関する代替的なモデルを検討し、その実践的な提唱
を目的とする。仮想現実やＩＴ革命、地球表層を覆った SNS 網の四通八達にともない、情報伝
達に関する従来の社会制度やマスコミ産業は急速に時代遅れ、機能不全の兆候を示し始めた。
他方、ゲームや国際金融、税制などもふくめ、ＩＴ技術の発達は、現実と仮想現実との障壁を
崩し始め、社会秩序への脅威ともなり始めている。あらたな技術的可能性を従来の社会秩序に
よって制御することが困難な以上、従来の社会的前提条件の問い直しが必須となる。刻印、媒
体、媒介、共有といった基礎的な語彙を洗い直し、それを出発点として次世代の表象文化論・
情報理論への新機軸形成にむけ、先鞭をつけることが、本研究の目的となる。 
 
３．研究の方法 
この作業には、工学的な知識のみならず、社会科学的な統計調査、価値観の問い直しを含む人
文学的な多文化に渡る異文化理解の知見、さらには科学哲学を含む、認知論の基礎の見直しを
も動員する、領域横断、学際的なアプローチが必要な方法となる。またとりあげる話題に関し
ても、①シャノンの法則のように情報伝達における不易性に重点を置く理論から脱却し、 
②漏れのない水密性の容器というモデルから多孔性の選択透過のある枠組みへの移行を図り、
③狭義の因果関係の連鎖ではなく、多元的な相互相発相映の「縁起」モデルへの刷新を目指し、 
④情報の循環によるスパイラルな更新と過去への回帰をも視野に収めるストア学派の知を汲み、 
⑤これらの相乗から従来、雑音やゴーストとして排除された情報を有意化するモデルを目指す。 
 
４．研究成果 
(1)国際シンポジウム開催による、情報の共有と国際的な伝播：研究代表者を中心に、パリの日
本文化会館、ロンドン藝術大学ほかで、展覧会と国際的な研究者・芸術家を招いた会合をもよ
おし、「うつし」「うつわ」概念の国際的通用性を試すかたわら、それを出発点とした文理融合
を含めた研究計画の提唱を具体的にすすめることができた。 
(2)論文集公刊：これにあわせて、日本語で 30 名以上の多様な分野からの参加者の成果を持ち
寄った論文集を編集刊行し、さらなる社会還元と将来への貢献の足掛かりとなす。 
(3)国内外の研究者共同体・社会への発信：この間、研究代表者および研究分担者は複数の国際
学会に基調講演者あるいは展示芸術家として招聘され、本研究の成果を実際に展示紹介し、討
論を通じて知見を共有する成果を収めた。具体的には、台北ビエンナーレ、国際デザイン史学
会、オックスフォード大学「穴窯」プロジェクト、フランス・スリジー国際会議、インド・デ
リーの文化財保護活用に関する国際会議、バングラデシュ・ダッカのアート・サミット、サン・
ディエゴで開催された近代日中の芸術交流をめぐる国際シンポジウム、東京で開催された世界
美術史学会の東京コロキアムほかの機会に、内外からの参加者と接触し、いくつかの会合では
「うつわ」「うつし」を基軸とした将来のリサーチ・プログラムが提案される成果を収めている。
フンボルト財団他との協力で達成された論集『イメージ学の現在』(東京大学出版会、2019)お
よびそれを継承する国際シンポジウムは、別の科学研究費補助金による企画であり、また日程
の関係で以下の目録からは脱落するが、これを含めた文理融合の学術計画は、本研究の延長上
に向かうべき方向を示したものと評価される。 
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